
◎住生活基本法 
（平成一八年六月八日法律第六一号）   

一、提案理由（平成一八年四月一四日・衆議院国土交通委員会） 

○北側国務大臣 ただいま議題となりました住生活基本法案の提案理由につきまして御

説明申し上げます。 

 これまで、我が国の住宅政策は、住宅建設計画法のもと、公的資金による住宅の新規

供給の支援を通じて、戦後の住宅不足の解消や居住水準の向上に一定の役割を果たして

まいりました。 

 しかしながら、近年の急速な社会経済情勢の変化に応じて、現在と将来における国民

の豊かな住生活を実現するためには、住宅の量の確保を図るこれまでの政策から、住宅

セーフティーネットの確保に配慮し、健全な住宅市場の環境整備と、居住環境を含む住

宅ストックの質の向上を図る政策へと本格的な転換を図り、新たな住宅政策の基本とな

る制度を構築することが大きな課題となっております。 

 この法律案は、このような趣旨を踏まえ、住生活の安定の確保と向上の促進に関する

施策について、その基本理念、国等の責務、基本的施策、住生活基本計画その他の基本

となる事項を定め、住生活の安定の確保と向上の促進に関する施策を総合的かつ計画的

に推進し、もって国民生活の安定向上と社会福祉の増進を図り、国民経済の健全な発展

に寄与することを目的とするものです。 

 次に、この法律案の概要について御説明申し上げます。 

 第一に、住生活の安定の確保と向上の促進に関する施策の推進について、その基本理

念を定め、国、地方公共団体及び住宅関連事業者の責務を明らかにすることとしており

ます。 

 第二に、国と地方公共団体が講ずべき、住生活の安定の確保と向上の促進に関する基

本的施策を定めることとしております。 

 第三に、政府が定める全国計画と都道府県が定める都道府県計画から成る住生活基本

計画を策定することとするとともに、この計画を実施するため、国、地方公共団体等が

講ずべき措置について定めることとしております。 

 第四に、住宅建設計画法を廃止することとしております。 

 その他、これらに関連いたしまして、所要の規定の整備を行うこととしております。 

 以上が、この法律案を提案する理由です。 

 この法律案が速やかに成立いたしますよう、御審議をよろしくお願い申し上げます。 

二、衆議院国土交通委員長報告（平成一八年五月九日） 

○林幹雄君 ただいま議題となりました法律案につきまして、国土交通委員会における

審査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

 本案は、国民の豊かな住生活の実現を図るため、住生活の安定の確保及び向上の促進

に関する施策について、基本となる事項を定めようとするもので、 



 その主な内容は、 

 第一に、基本理念を定め、国、地方公共団体及び住宅関連事業者の責務を明らかにす

ること、 

 第二に、政府が定める全国計画と都道府県が定める都道府県計画から成る住生活基本

計画を策定すること、 

 第三に、住宅建設計画法を廃止すること 

等であります。 

 本案は、去る四月十一日の本会議において趣旨説明及び質疑が行われた後、本委員会

に付託され、十四日北側国土交通大臣から提案理由の説明を聴取し、十八日に質疑に入

り、二十一日参考人からの意見聴取を行い、二十八日質疑を終了いたしました。質疑終

了後、討論を行い、採決いたしました結果、賛成多数をもって原案のとおり可決すべき

ものと議決した次第であります。 

 なお、本案に対し附帯決議が付されました。 

 以上、御報告申し上げます。 

○附帯決議（平成一八年四月二八日） 

 政府は、本法の施行に当たっては、次の諸点に留意し、その運用について遺憾なきを

期すべきである。 

一 二十一世紀にふさわしい新たな住宅政策の推進のため、本基本法のもとで必要な法

律、制度等の整備により総合的な住宅政策体系が構築されるよう、また、個々の施策

が効率よく適切に実施され、ゆとりある豊かな住生活が実現するよう、関係機関が最

大限努力すること。 

二 構造計算書偽装問題、悪質な住宅リフォーム詐欺、相次いで発生する自然災害と逼

迫する大規模地震の可能性等により、住まいの安全性に対する信頼が揺らいでいるこ

とを踏まえ、国民の不安を解消し、信頼を回復するよう、政府として取り組むこと。 

三 住宅事情は地域によって様々であり、その改善・向上は住民の生活に密着した課題

であること、また、市町村合併が進展していること等を踏まえると、市町村の役割は

大きいものと思料されることから、市町村が地域の住宅政策に主体的・積極的に取り

組めるよう、都道府県との連携協力のもと、十分な配慮を行うこと。 

四 住生活基本計画の全国計画の策定に当たっては、我が国の国土における気候風土、

歴史文化の多様性を尊重・活用するよう、十分に配慮するとともに、目標の設定に当

たっては、国民の住生活の安定と向上が効果的に推進されるよう、分かりやすい指標

とアウトカム目標の設定に努めること。また、都道府県計画の策定に当たっては、市

町村との十分な協議を行うとともに、地域の住民の意見の反映に努めるよう、必要な

措置を講ずること。 

五 住宅建設計画法のもとで居住水準・住環境水準の向上が図られてきたが、住宅の量

から質へと追求すべき政策対象がシフトすることも踏まえ、最低居住水準未満世帯の



早期解消を含め、居住水準、住環境水準の向上に一層努力すること。 

六 住生活の安定の確保及び向上の促進に関する施策の推進を図るため、交付金・補助

金、税制等財政上の支援の充実に努めるとともに、住宅政策の実施機関として重要な

役割を果たしてきた住宅金融公庫、独立行政法人都市再生機構、地方住宅供給公社等

について、これらが担うべき役割を踏まえ、その機能を十分発揮させていくこと。 

七 住宅弱者を救済するためのセーフティネット機能を確保する上で、公営住宅等公的

賃貸住宅の役割は依然として重要であり、需要に対応した供給等が今後も継続して適

切に行われ、住生活の安定の確保が図られるよう、十分に配慮すること。 

八 住宅に対するニーズと、中古住宅を含む住宅の供給等の間のミスマッチを解消し、

ストックの有効活用と、居住水準、住み手の満足度の向上を図るため、市場の整備、

流通の促進のために必要な施策の推進に努めること。 

九 良好な居住環境の形成を図る一環として、大都市圏を中心に大量に存在する密集市

街地の早期解消に向けて、一層積極的強力な取組みに努めること。 

三、参議院国土交通委員長報告（平成一八年六月二日） 

○羽田雄一郎君 ただいま議題となりました法律案につきまして、国土交通委員会にお

ける審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

 本法律案は、国民の豊かな住生活の実現を図るため、住生活の安定の確保及び向上の

促進に関する施策について、その基本理念、国等の責務、基本的施策、住生活基本計画

その他の基本となる事項を定めようとするものであります。 

 委員会におきましては、参考人から意見を聴取するとともに、法案提出の背景及びそ

の名称を住生活基本法案とした理由、居住者利益の擁護とその具体的な内容、住宅税制

の有効性とその拡充策、今後の公的住宅の役割と供給方法の在り方等について質疑が行

われましたが、その詳細は会議録によって御承知願います。 

 質疑を終局し、討論に入りましたところ、日本共産党を代表して小林委員から、本法

律案に反対する旨の意見が述べられました。 

 次いで、採決の結果、本法律案は多数をもって原案どおり可決すべきものと決定いた

しました。 

 なお、本法律案に対して附帯決議が付されております。 

 以上、御報告申し上げます。 

○附帯決議（平成一八年六月一日） 

 住生活の安定の確保は、すべての国民にとって必要不可欠なものであることを再認識

し、政府は、本法の施行に当たり、次の諸点について適切な措置を講じ、その運用に遺

憾なきを期すべきである。 

一、少子高齢化時代に対応し得る住宅政策の確立のため、本基本法の下で必要な法律、

制度等の整備による総合的な住宅政策体系の構築とともに、個々の施策の効果的かつ

効率的な実施を通じて豊かな住生活が実現されるよう、関係機関は最大限の努力を行



うこと。 

二、住生活基本計画の実施に当たっては、我が国の気候風土、歴史文化が地域によって

多様であることにかんがみ、地域特性を知悉する市町村による主体的、積極的、計画

的な取組が行われるよう十分配慮すること。 

三、住宅弱者のためのセーフティネットを確保する上で、公営住宅等公的賃貸住宅の役

割は依然として重要であることにかんがみ、需要に対応した供給等が今後も継続して

適切に行われるよう十分配慮すること。 

  また、民間住宅の活用も含め効率的・効果的な新たな仕組みの導入に向けた検討を

開始すること。 

四、住生活の安定の確保及び向上の促進を図るため、税制が果たす役割の重要性にかん

がみ住宅関連税制の充実に努めるとともに、交付金・補助金等の一層の活用を図るこ

と。 

  また、住宅金融公庫、独立行政法人都市再生機構、地方住宅供給公社等について、

住宅政策の実施機関としての責務を踏まえ、その機能が十分発揮されるようにするこ

と。 

五、住生活の安全・安心を確保するため、大都市圏を中心に大量に存在する密集市街地

の早期解消に向けて、一層積極的かつ強力な取組に努めるとともに、最近におけるミ

ニ開発等が新たな負の遺産として将来の禍根とならないよう適切な対応を行うこと。 

六、住まいの安全性と建築行政に対する信頼が大きく揺らいでいることを踏まえ、国民

の不安を解消するため、建築確認検査行政において適切な措置を講じること。 

  右決議する。 

 


